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NPO法人ピルコン
自分らしい人生と豊かな人間関係を築ける社会
若い世代とそれを取り巻くステークホルダーに、対話から学ぶ性の健康教育の機会を提供すること

2013年10月（2007年10月より活動開始）
染矢明日香
東京・関東圏を中心とする日本全国

代表挨拶

NPO法人ピルコンは、2007年の設立、また2013年の法人化以来、皆様のあたたかいご支援を
いただき、本日まで皆様と学んでまいりました。
2018年度は政策提言の活動にも注力し、包括的な性教育を中学校段階で保障することや、緊
急避妊薬のアクセス改善を求める署名キャンペーンも立ち上げました。皆様の声の代弁者と
して、性の健康と権利の実現に向け、声をあげ、人と人をつなぎ、相互理解・尊重を基盤と
する学びの機会を広げて参ります。今後とも皆様のご理解とご協力を何卒よろしくお願いい
たします。

NPO法人ピルコン 理事⾧ 染矢明日香
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ピルコンが取り組む社会課題

あなたにとって「性」とは、どんなイメージですか？

恥ずかしい、よくわからない、興味はあるけど聞きにくい、といった方が多いのかもしれません。性は誰にとっても身近なもので
すが、きちんと話す機会は非常に限られています。その一方で、あやふやな性知識のため傷ついたり、誰にも相談できず悩む若者
も少なくありません。望まない妊娠、不妊、性感染症など、日本には性に関する課題が山積みです。

• 日本の中絶件数は約16万件。生まれてくる赤ちゃんの1/6の数が「産まない」選択をされています。そのうち10代の中絶件数
は年間約1.4万件。※1

• 性経験のある女子高生の8人に1人は性感染症に感染。10代～20代の若者に自覚症状の少ないクラミジア等の性感染症が流行し
ています。※2

• SNSを通した10代の性被害過去最多になっています。※3

（※1）平成29年度厚生労働省「衛生行政報告例の概要」より （※2）平成18年国立保健医療科学院疫学部調査より

（※3）平成30年警察庁「平成29年におけるＳＮＳ等に起因する被害児童の現状と対策について」より

望まない妊娠の背景は、様々な社会問
題と密接にかかわっています。社会的
リスクの連鎖に歯止めをかけるため、
各関連機関の垣根を越えて、協力して
問題解決に努めることが重要です。

種部，『困難な背景を持つ妊娠、妊娠
中に観察されるハイリスク要因』より

問題の背景にあるのは、性の知識や当事者意識不足

望まない妊娠をきっかけに、社会的なリスクが連鎖

！

！
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インターネットやコミュニケーション
技術の発達により、偏った性情報を鵜
呑みにしたり、人間関係がうまく築け
ない子供が増えています。自尊心が低
い、性の知識が不足している状態で、
安易に性的行為に従事してしまうと、
若年妊娠や性感染症のリスクが増える
とともに、家庭内暴力（DV）や貧困、
虐待等の被害にあう可能性が高まりま
す。

ピルコンでは、国内外における包括的性教育やセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス＆
ライツ（性と生殖に関わる健康・人権）の施策に基づき、性教育講演や、性の健康を学ぶ場
作り、人材育成、情報発信、イベント・啓発事業、政策提言の活動を行っています。



中・高校生・大学生を対象に、自分の将来を守るために必要な性と
ライフプランニングの知識を大学生、若手社会人が身近な立場から、
わかりやすく伝える出張授業を実施。同世代が対等な立場から一緒
に考える「ピア・エデュケーション」という手法を活用しています。

実績

2018年度は合計で32校（施設含む）、約8,400名の
中高生・大学生にLILYを実施し、通算でのべ23,500
名以上の生徒にプログラムを届けました。

【2018年度 LILY実施校一覧】

中学校 6校（杉並区立泉南中学校、青梅市立第二中学校、練馬区
立谷原中学校、川崎市立京町中学校など）

高等学校 19校（東京都立芝商業高等学校、品川エトワール女子高
等学校、白鳳女子高等学校、神奈川県立川崎高等学校、柏木学園高
等学校、埼玉県立芸術総合高等学校、千葉県立八千代西高等学校、
京都工学院高等学校など）

大学・短期大学 3校（東洋大学、埼玉純真女子短期大学、大東文
化大学）

その他施設 4施設（子供の家など）

＼受講者の声／

LILYの実施後、性の健康の知識を問う正誤問題の正答
率が29%から71%へと大きく上昇しました。また、講
演の満足度も87%が「聞けてよかった」と回答。

感想では、「誤解していたこともあり、知れてよかっ
た」「ためになった」「将来に活かしたい」「知識を
もっておくことが自分の身を守る」「自分の気持ち・
相手の気持ちを大切にしたい」「パートナーとも話し
合いたい」といった意見が多く寄せられました。

＜感想の一例＞

今まであやふやに思っていたところや人との丁寧な付き合い方
などをもう一度知れてよかったです。妊娠中絶は別に他人事で
はないし、いつ自分の身に降りかかってくるかも分からないの
で、しっかり心にとめておこうと思います。付き合うというこ
とは自分の気持ちを押し殺して嫌われないようにするものでは
なく、お互い自分の気持ちが言える関係になることだと思いま
した。

よくニュースである性暴力のことなど、私には関係ないと思っ
ていたり、妊娠を高校生ですることなど他人事のように思って
いましたが、昨日の講演で他人事ではなく私にも起こるかもし
れないと思いました。性病についてやピルやコンドームなどの
大事さを知ることができました。大事なことなので忘れないよ
うにします
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中高生向け 性教育×キャリア教育プログラムLILY<Link Life of Youth/リリー>
若者たちと8,000名以上の中高生・大学生に実施



保護者を対象に、子どもたちが自分のからだを守り、性のトラ
ブルに遭わせないための性の健康教育を学ぶ講演を実施。

実績

PTAや保護者会、自治体などから依頼を受け、計15回、
約700名の方へ講演を実施しました。

小中高PTA・父母の会など 7回（東京都中央区立豊海小学校、
東京都杉並区立沓掛小学校、茨城県笠間市立友部小学校、湘南
学園小学校等）

自治体 3回（府中市子ども家庭支援センター、新宿区教育委
員会（2回開催）、港区男女平等参画センター「リーブラ」）

市民団体・民間主催 3回 （女性の自由と自立を考える会、
日野の会、mi-mollet（ミモレ））

保護者向けの性教育勉強会の自主開催 2回

児童養護施設職員や教育関係者向けの講演・研修も実施しまし
た。また、イベント等で性教育に関する要望や意見を伺い、今
後の保護者への情報提供の参考にしていきたいと思います。

＼受講者の声／

子どもへの性教育についての理解が深まり、前向きに取り組み
たいという声を多くいただきました。

先生の体験談からのお話が分かりやすく、勉強になりました。

子供にどう伝えていけば良いかのヒントをもらえて、よかった
です。プライベートゾーンのルールなど、普段の生活の中で、
できることからやっていきたいと思います。

子供に性に関する質問をされた時、あやふやにごまかすのでは
なく、正しい情報を分かりやすい言葉で伝えて、家庭の中でも
少しずつ性教育をしていけたらと思いました。
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保護者を対象とする家庭における性教育講演
PTAや自治体からの依頼を受け、約700名を対象に実施
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杉並区協働提案事業として「すぎなみレッドリボンプロジェクト」を推進
新たに16名のフェロー（ピア・エデュケーター）を育成し、啓発活動を展開

平成28年度（2016年度）からのプロジェクトとして、杉並区と
NPO法人HIVと人権・情報センター、NPO法人ピルコンによる杉並
区協働提案事業（協働プロジェクト）として、「すぎなみレッドリ
ボンプロジェクト」を推進しました。若者世代等に向けたHIV等性
感染症予防の効果的な普及啓発のために活動。20代の若者を中心に、
新たにピルコンのフェローとして16名を迎え、活動に参加しながら
事業を推進するピア・リーダーとして育成しました。（プロジェク
ト期間で計44名のピア・リーダーを育成）

ビジョン

3年間をプロジェクト期間とし、段階的に若年世代が自発的に行う
啓発活動を目指し実施。本年度が最終年度となりました。

実績

地域・他団体・専門家・若者と連携し、様々な啓発のアプ
ローチを実施し、正しい知識の普及啓発や検査者数の増加
につなげました。

●杉並区内の中学校にてのべ3校（6回）、212名の対象者にHIVや
性の健康についての理解を深めるピア・エデュケーションプログラ
ム（同世代の若者による出張講座）を実施

●若者向けの性の健康についての勉強会や啓発イベントを5回開催。

●12月に開催した世界エイズデー啓発イベントでは、YouTuberや
女優等のゲストも招き、77名が参加

●1月に開催した杉並区成人祝賀のつどいにて新成人に啓発を実施

●啓発資材、フリーペーパー「PLACE」（3,000部）、啓発付箋と
カード（各5,000部）をオリジナルデザインのものを企画・制作し、
杉並区内の大学・専門学校などで配布

成果

前年度の専門家による教育者向けの勉強会やすぎなみデートガイド
（デートガイド型の性感染症予防啓発冊子）の企画・配布、チャリ
ティグッズの開発と販売、啓発動画の作成なども含め、杉並区や
HIVと人権・情報センターと連携し、若者の感性を生かした様々な
啓発アプローチを実施しました。

若年世代を事業に巻き込みながら、HIVや性感染症の正しい知識の
普及啓発につなげ、プロジェクト期間中の若年世代の検査者数増加
に一定の効果が見られました。



【政策提言】包括的性教育の推進・学習指導要領の見直しと、
緊急避妊薬のアクセス改善を求めるキャンペーンを展開

安全と健康のための性の学びをすべての子どもたちへ

ピルコンは包括的な性教育を推進し、学習指導要領を見直す
必要性についての政策提言を行いました。東京都における
「性教育の手引き」の改訂前に署名といただいた意見を届け
ました。

活動の経緯

●2018年 3月 東京都議会において都内公立中学校での性教
育が不適切と指摘される

● 4月 Change.orgにて包括的性教育の推進と学習指導要領
見直しを求める署名キャンペーンを開始

https://www.change.org/adachi-karada

● 4月～7月 都議会所属政党や都議会議員へのヒアリング協
力を行う

性教育関連団体等と共同でこれからの性教育を考えるイベン
トを計3回開催（共催含む）

● 11月 東京都教育委員会へ1万8000筆以上の署名を提出

● 2019年 3月 都教委が性教育の手引きの改訂を発表し、保
護者の了解を以て、避妊や中絶についても指導可能となる

今後の展望

文部科学省における学習指導要領の見直しを求めると共に、
包括的性教育に関する質のよい教材の充実、頒布を目指しま
す。
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アフターピルを必要とするすべての女性に届けたい！

ピルコンはアフターピル（緊急避妊薬）のOTC化と諸外国との価格差を
なくすことを求める活動を行っています。院内勉強会を定期的に開催し、
国会議員やメディアに向けてOTC化の必要性や日本・国内外における現
状の情報共有を行いました。

活動の経緯

● 2017年 厚労省が緊急避妊薬のOTC化を見送り

● 2018年 9月 Change.orgにて緊急避妊薬のアクセス改善を求める
署名キャンペーンを開始

https://www.change.org/after-pill

● 12月 ピルコンが院内勉強会「生きづらさを抱える女の子たちの
心と身体を守るには？性の健康の課題を語ろう！」を開催

● 2019年 1月 厚労省にて、緊急避妊薬のオンライン診療の検討開始

● 3月 ピルコンが院内勉強会「緊急避妊薬のアクセス諸課題を考え
る」を開催

● 3月 ジェネリック版の緊急避妊薬が発売開始

今後の展望

厚生労働省や日本産科婦人科学会等への署名提出を目指し、緊急避妊薬
のいち早くのOTC化の実現、更なる低廉化を含めたアクセスのハードル
の改善を目指します。



【相談事業】ピルコンにんしんカモ相談を企画・提供開始

【教材製作・情報発信】「HAPPY LOVE GUIDE」での発信に加え、
海外の性教育アニメ動画「Amaze」を翻訳・配信

●恋愛・性の悩みと疑問の解決サイト「HAPPY LOVE GUIDE」

高校生～大学生をメインターゲットとするHPコンテンツを随時更新して
います。ピルコンの講演後にも紹介し、講演内容を復習可能に。

http://pilcon.org/help-line

こちらの内容の元にしている啓発冊子「HAPPY HEALTH LOVE GUIDE」
の販売も行いました。 （1部100円＋送料/HPから購入申し込み）

●海外の性教育アニメ動画「Amaze」の翻訳・配信

アメリカの性教育NGOが製作し、無料公開されている子ども向け性教育
動画「Amaze」。子どもたちが性の健康や豊かな人間関係について、楽
しく信頼できる情報により学べるようにアメリカの性教育NGOによって
製作されたものです。この動画の日本語への翻訳・吹き替えをAmaze.org
の許可のもと、10本の動画の翻訳・吹き替えと、HP、YouTubeへのアッ
プ・配信を行い、性教育の場での活用を推進しています。

[翻訳タイトル] https://pilcon.org/activities/amaze

・男子の思春期には何がおこるの？

・おっぱいといろいろ

・女子の思春期：生理のコト

・夢精ってなに？

・マスターベーションってフツーのこと

・もしかして、妊娠？

・コンドーム：上手な使い方

・ポルノ：リアル？フィクション

・女性になること、男性になること、性別をこえること、ゆらぐこと

・性的指向について話してみよう！

●出版書籍『マンガでわかる オトコの子の「性」

──思春期男子へ13のレッスン』好評につき増刷（5刷）されました。

染矢明日香［著］／みすこそ［マンガ］／村瀬幸浩［監修］1,400円

（税込1,512円）／出版社: 合同出版
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書籍概要：
思春期男子のつきない悩みについて、
13のテーマをマンガ+Q&Aでわかりやすく解説

HAPPY LOVE GUIDEの
詳細はこちら！

メール相談事業の経験から、妊娠の不安を抱える全ての人に、避妊や検査、支援先など
の正しい情報を即座に自動応答で答えるチャットボット「ピルコンにんしんカモ相談」
を2019年1月に作成。

https://pilcon.org/help-line/contact/ninshin-kamo

若い人にもわかりやすく親しみやすいデザインと、医師の監修による正確な情報提供の
両立を目指し、この度の企画・作成に至りました。

ボットはLINEアプリでID検索（@ninshin-kamo）、もしくはQRコードからお友だち登
録が可能。リッチメニューから妊娠についての相談の他、キーワード検索もできます。
2019年3月現在、2,000名以上の方に登録をいただいています。

2018年11月より始めたクラウドファンディングプロジェクト「妊娠の不安を抱える全て
の人に適切な情報と支援先を届けるLINEボットを広めたい」では69名の方に、660,500
円ものご支援をいただき、目標だった500,000円を大きく上回ることができました。

そうした支援のもと、1月には「【性教育×IT】ITのチカラで叶える、これからの 性
教育のミライ」と題して、ピルコンにんしんカモ相談LINEボット完成報告会を開催。

LINEボットの開発秘話やITやSNS/インターネットを活用した性教育・セクシュアルヘ
ルスの未来について参加者の方と交流する機会となりました。

10本の性教育アニメ動画を公開中！
今後更に翻訳動画を増やす予定です
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イベント・講演実績

●女性のためのセルフヘルプグループPERCH

PERCH(パーチ)は、恋愛や性の傷つき体験や悩みを持つ女性が集まるグループミー
ティングです。

2016年夏より、ザ・ボディショップ様のご支援もいただきながら、月１回程度の
ペース開催。2018年度は合計10回のミーティングを開催し、のべ60名程の方が参加
しました。

http://pilcon.org/activities/perch

性教育に関する学習会やシンポジウム、イベント等で講演を行いました。その他にも、フェロー（若者ボランティア）を中心に、
性の健康を学ぶイベントや活動報告会を企画・開催しました。

主な講演や研修実績

● 4.13 集会～すべての人に性の学びを 教育の自由をまもり、包括的な性教育をゆたかに

進めよう。～（共催イベント）にて発表

● 自民党女性のニーズとソリューション部会にてヒアリング協力

● #なんでないの プロジェクト Startup イベント協力

●＃なんでないの プロジェクト主催イベント Sweden×Japan×Sexual Health！協力

● 港区男女平等参画センターリーブラ主催イベント「性のことをキチンと知りたい、

 伝えたい！～イマドキ思春期と性教育～」 講演

●「これからの性教育プロジェクト」主催イベント 講演

● 保護者向け講座「子どもたちの性の現状とおうちでできる性教育」開催・講演

●港区男女平等参画センターリーブラ主催イベント「プレ就活生向け講座 自分らしく生きる

 ために！働く前に知っておくと役に立つハラスメントとワークルールの知識」講演

●「いつだれが子どもに性を伝えるか」（共催イベント）講演

● 教育の自由を守る足立区民の会主催イベント パネル登壇

● Pilcon college  国際協力とリプロヘルスについて語ろう！ 主催

● Think of hinin! 自分の体・ライフスタイルにあった避妊法を選ばせて！（共催） 講演

● あだち女性大学ネットワーク主催イベント パネル登壇

● 生きづらさを抱える女の子たちの心と身体を守るには？性の健康の課題を語ろう！

院内勉強会にて発表

● 性教育問題を考える日野の会主催イベント「性を学び、教える」ってどんなこと？講演

● 市川エイズ等ＳＴＤ（性感染症）対策協議会主催イベント 講演

● WEBマガジンミモレ主催イベント 「親なら知っておきたいイマドキの性教育事情」講演

● オンライン生放送授業 Schoo「きみの愛、みんなで悩ませておくれ -オトナが学ぶ性教育-」

講演

● デートDV防止スプリング・フォーラム2019 登壇 パネルディスカッションのコーディネート

● 緊急避妊薬アクセスの諸課題を考える緊急院内勉強会 登壇

● 大人の性教育勉強会（Sex and Life Study）講演

●NPO法人ピルコン2018年度活動報告会開催



テレビ出演の他、新聞・雑誌などのインタビュー等の協力を行い、34媒体、60回以上の掲載や出演に至りました。
主な掲載情報を下記にまとめました。

【テレビ】
7/28 : NHK Eテレ「ウワサの保護者会」
性のはなし、してますか？～中高生編～ に出演
10/6: TOKYO MX 「田村淳の訊きたい放題」
緊急避妊薬のアクセス改善についてインタビュー出演
11/12: Abema TV 「Abema Prime」
「“望まない妊娠” 中絶を防ぐためにアフターピルの市販化は必要?」 に出演
1/23: TBSテレビ「news23」
緊急避妊薬のアクセス改善についてインタビュー出演

【新聞】
4/7: 朝日新聞
「性教育に指導、現場困惑 『避妊と言わず、生徒学べるのか』 都教委に申し入れ」
にコメント掲載
5/11: 産経新聞
「何をどこまで？ 中学生に避妊教える性教育は適切か 東京都内の授業めぐり議論 」にコ
メント掲載
7/23: 朝日新聞
「性教育、家庭でどう伝える？ 機会逃さず、親も知識を」 にコメント掲載
7/24: 読売新聞
「性教育 いつ、どのように？」に掲載
9/8: 中日新聞・東京新聞
「よく生きるための性教育」にインタビュー掲載
1/22: 朝日新聞
「緊急避妊薬『スマホ処方』検討へ 性交後７２時間に壁」 にコメント掲載

その他、読売新聞、ふぇみん、公明新聞、東京民報、社会新報等に掲載

【雑誌】
anan 2114号
愛しい人と触れあう、優しい時ー。愛とSEX にコメント掲載
その他、クーリエジャポン、学生新聞Campus Scope等に掲載

【ラジオ】
TBSラジオ 荻上チキ・Session-22
緊急避妊薬、中絶がテーマの回に計2回出演
その他、j-wave JAM the world 、文化放送 FM91.6 AM1134 等に出演

【ウェブメディア】
Yahoo!ニュース、現代ビジネス、ハフィントンポスト、BuzzFeed Japan、
WEDGE Infinity、ダイアモンドオンライン、東スポWeb、ひみつ基地などに
掲載・執筆

ピルコンを応援してくださる皆様

● オカモト株式会社様 / 物品提供
● ザ･ボディショップ様（株式会社イオンフォレスト様）

● ジェクス株式会社様 / 物品提供
● はじめてママ様 （五十音順）

フェロー研修や勉強会、講演資料、教材の作成にご協力・アドバイスをいただいた先生方：
蓮尾豊先生（産婦人科医・あおもり女性ヘルスケア研究所所⾧等）
清水信輔先生（共立女子大学専任講師 等）
村瀬幸浩先生（日本思春期学会名誉会員等）
やまがたてるえ先生（助産師・バースセラピスト）※2019年4月現在
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メディア出演・掲載・執筆



●貸借対照表
2019年3月31日現在

●活動計算書
2018年4月1日から2019年3月31日まで
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2018年度 会計報告(第6期)

単位：円 単位：円
科目 金額

Ⅰ 経常収益
１ 受取会費
２ 受取寄付金
３ 受取助成金
４ 事業収益
５ その他の収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
１ 事業費

1. 役員報酬
2. 法定福利費
3. 旅費交通費
4. 新聞図書費
5. 興行費
6. 教育研修費
7. 会議費
8. 消耗品費
9. 租税公課
10.荷造運賃
11.広告宣伝費

事業費計
２．管理費

1. 通信費
2. 支払手数料

管理費計
経常費用計
当期正味財産増減額
法人税等
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

1,344,240
406,860

1,623,551
4,535

513,468
129,700
262,066
670,130
10,720
3,861

401,036

122,000
821,344

3,007,402
2,118,774

15
6,069,535

5,663,496

5,370,167

293,329

136,170
157,159

406,039
70,000

612,320
948,359

科目 金額
Ⅰ 資産の部
１ 流動資産

現金預金
売掛金
流動資産合計

資産合計
Ⅱ 負債の部
１ 流動負債

前受会費
預り金
未払金
未払費用
流動負債合計

負債合計
Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産
当期増減正味財産額

正味財産合計
負債及び正味財産合計

1,548,359

1,548,359
1,548,359

600,000

600,000
600,000

948,359

612,320
336,039

1,548,359

●財務状況

3,636,370 
4,149,384 

6,069,535 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

2016 2017 2018

経常収益

2,168,283 

4,017,783 
5,370,167 871,250 

214,037 

293,329 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

2016 2017 2018

経常費用

事業費 管理費

（円） （円）

（年度） （年度）



NPOピルコンでは、若者の性の問題について、正しい性の知識と判断力を育む支援により、これからの世代が自分らしく生き、
豊かな人間関係を築ける社会の実現を目指す活動をしています。
ご寄付だけではなく、活動や若者を取り巻く状況を知っていただくこと、周りの方に伝えていただくことも大きなご支援だと
私達は考えています。皆様からのご協力、お待ちしています。

ピルコンの活動に参加する

●ピルコンのイベントに参加する
ピルコンは1～2ヶ月に1度ほど一般の方にもご参加いただける勉強会やイベントを開催
しています。
▶詳細はピルコンHP「イベント情報」をご覧ください。

●ピルコンの事業に参画する
ピルコンでは、教育現場での講演活動や広報をサポートしてくださる
ボランティア（フェロー）やインターン、プロボノを募集しています。
▶詳細はピルコンHP「ボランティア参加・寄付」をご覧ください。

●ピルコン会員になる
会員の方にはピルコン主催のイベントのお知らせ、ご優待や、活動報告書の
ご送付などの特典をご用意しています。

個人会員 一般：入会金2,000円 年会費3,000円
学生：入会金1,000円 年会費2,000円
法人・団体会員 入会金5,000円 年会費50,000円
▶詳細ピルコンHP「ボランティア参加・寄付」をご覧ください。

寄付をする

●マンスリーサポーター
1日33円（月1,000円）から継続的なご寄付をいただくサポートシステムがHPよりお申込みいただけます。
クレジットカードでのお支払いが可能です。

毎月3,000円（1日100円）のご寄付で…
中高生対象の性教育プログラムを1回実施することができます

毎月10,000円（1日340円）のご寄付で…
運営ボランティアを4名育成することができます

▶マンスリーサポーターのお申込みはピルコンHP「ボランティア参加・寄付」をご覧ください。

●任意の金額でのご寄付
3,000円以上のご寄付をいただいた方には活動報告書（年1回発行）をお送りいたします。

＜振込口座のご案内＞
ゆうちょ銀行 ※他行からお振込みの場合
店名・店番：018（ゼロイチハチ） 普通 4488995 トクヒ）ピルコン
※ゆうちょ銀行からお振込みの場合
記号：10140 番号：44889951 トクヒ）ピルコン

お振込みいただいた方にはお礼と活動報告をご送付させていただきますので、名前・ご連絡先をピルコン
<pilcon.info@gmail.com>までご連絡ください。

ご支援のお願い

寄付をしたい方は
こちら！

事業参画や会員に興味
がある方はこちら！

イベントに参加
したい方はこちら！

HP：http://pilcon.org/
Facebook：https://www.facebook.com/npopilcon/
Twitter：@pilc0n
Instagram：@npopilcon
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